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  『カナダ、図書館、アザラシ漁』   浜口 尚(図書館長) 

 
 

2017年5月5日、カナダ国会は5月20日を「全国

アザラシ製品の日」（National Seal Products 

Day）とする法案を圧倒的多数の賛成をもって採

択、5月20日、カナダ国民は初めてのアザラシ製

品の日を祝った。2006年、35万5000頭あったタ

テゴトアザラシの捕殺数は2016年には6万6000頭

まで落ち込んでしまった。この急減の背景には、

2009年にEUがアザラシ製品の全面的輸入禁止措

置を決定したことがある。カナダ大西洋岸地域に

回遊してくるタテゴトアザラシの生息数は740万

頭と推計され、年間40万頭までの持続的利用は科

学的には可能とされているが、動物権主唱団体な

どがEU諸国市民の感情を刺激するPR活動を継続

した結果、全面的禁輸措置となったのである。ど

こかで似たような話を聞いたことがある…。そう、

日本の捕鯨を取り巻く状況と基本的には同じ構

造である。カナダ出身のあの中年太りの男が代表

を務める某団体などは、春先にはカナダ大西洋岸

地域においてタテゴトアザラシ漁を妨害し、秋に

は和歌山県太地町でイルカ類の追込漁を妨害す

るという破壊活動を繰り返してきた。アザラシ製

品の日の制定が、アザラシ漁再生へのきっかけと

なればと考えている。 

私は2004年3月から8月末までの半年間、園田学

園女子大学在外研究員として、カナダ、モントリ

オール市にあるマギル大学に滞在していた。大学

キャンパスから徒歩5分のアパートの一室を借り、

毎日図書館に通っていた。当時の研究テーマは、

「カナダ大西洋岸地域における商業アザラシ漁」

であり、朝から晩まで関連図書を片っぱしからコ

ピーを取っていた。大学、大学院、そして教員に

なってからもこれほど図書館に通い、こもったこ

とはなかった。それは当然である。この機会を逃

せば、二度とお目にかかれない文献が所蔵されて

いたからである。金曜日は24時過ぎまで開館して

おり、また夜遅くまで勉強している女子学生を安

全に最寄り駅まで送るボランティア・サーヴィス

もあった。とにかく、勉強したい学生にはすばら

しい環境であった。 
その図書館通いも3か月ぐらいが過ぎ、コピー

作業にも飽きてきたある日、突然ひらめいたので

ある。確かに、絶版や品切れになった図書館所蔵

本は新刊では買えないが、古書なら買えるかもし

れないと…。それからである。今度はインターネ

ット上で古書を探した。AbeBooks.comという全

世界の古書店をネットワーク上で統合している

サイトと出会い、毎日検索した。全頁コピーを取

った本であろうが、当時入手可能であったアザラ

シ漁関連の本を買いまくった。今ではいくら使っ

たかは覚えていないが、かなり使ったと思う。帰

国後、これらの購入した古書とその後の現地調査

によって収集した資料を用いて論文を3点書いた。

そのうちの1点は、「反アザラシ漁運動をめぐる一



考察―その歴史的経緯と現況について―」と題し

て、本学論文集第42号（2008年）に掲載されてい

るので[http://ci.nii.ac.jp/els/contents110007040
753.pdf?id=ART0008967160］、興味のある方は読

んでみてください。結局のところ、インターネッ

ト上の古書店ネットワークと出会ってからは、図

書館通いの回数は減ったが、それでも現物と直接

出会える効果は大きかった。図書館で読んでみて、

はずれであった本もあるので、それらは買わなか

った。図書館通いの結果、多少の節約にはつなが

ったのである。 
カナダ、マギル大学図書館、アザラシ漁、私に

とってはいい思い出である。 
 
 
 
 
 
 
 

  

News & Topics
 
◆入退館ゲートをリニューアル 

昨年 8 月、老朽化の目立っていた入退館ゲートをリニューアルし 

ました。 

新ゲートでは、学生証等の表面に印刷されているバーコードを 

かざせば入館できるようになりました。従来の磁気ストライプの 

スキャンでも入館可能です。 

 
◆新電子ジャーナルの購読をスタート 

4月より新電子ジャーナル「Medical Finder(メディカルファインダー)」 

の購読をスタートしました。 

医学書院発行の看護系雑誌・学会誌を原則 2000 年まで遡及して 

全文 PDF で閲覧可能です（利用は学生・教職員のみに限ります）。 

学内のパソコンで図書館ＨＰを開いてご利用ください。 

 

◆３階雑誌コーナーの配置を一部変更・新雑誌購読をスタート 
これまであまり目立たなかった大型雑誌の最新号を、雑誌コーナー 

の手前側に配置し、新着分が一目で分かるようになりました。 

また、今年度から次の新雑誌の購読をスタートしています。 

＊「ダ・ヴィンチ」 ＊「日経 Health」  ＊「日経 WOMAN」 

３階雑誌コーナーには、学術誌や学会誌以外にも色々なタイトルを 

揃えています。最新号は貸出不可ですが、バックナンバーは貸出可能です(4 日間)。 

普段あまり読まない方も、この機会に雑誌コーナーに足を運んでみてはいかがでしょうか。 

 

◆館内放送環境の見直し 
５階の一部において、チャイムや館内放送が聞こえにくいエリアがありましたが、スピーカ

ーの増設により改善されました。 

また、閉館時に流れる音楽も新しくなったことにお気づきでしょうか？ 新曲には「眠りの

森の美女」を採用し、閉館を穏やかに知らせてくれるようになりました。 

 

写真：カナダで購入したアザラシ漁関係書の一部 
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